
○
運
輸
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
四
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
出

提
　
出

月
　
日

本
院
に
受
領

又
は
（
衆
）
へ

送
付
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

１3

海
上
衝
突
予
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

五
八
、
二
、
一
八
　
五
八
、
三
、
二
五

受
　
　
　
領

五
八
、
三
、
二
二

　
　
　
（
予
）

五
八
、
三
、
三
〇

可
　
　
決

五
八
、
三
、
三
一

可
　
　
決

五
八
、
二
、
一
八

交
通
安
全

対
策
特
委

五
〈
、
三
、
二
四

可
　
　
決

五
八
、
三
、
二
五

可
　
　
決

4
6

船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

三
、
二
二

　
　
　
　
四
、
二
八

受
　
　
　
領

三
、
二
二

（
予
）

　
　
五
、
一
七

可
　
　
決

　
　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

三
、
二
二

　
　
　
四
、
二
七

可
　
　
決

　
　
　
四
、
二
八

可
　
　
決

4
8

海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

三
、
二
三　
　
　
　
四
、
二
八

受
　
　
　
領

三
、
二
三

（
予
）

　
　
五
、
一
七

可
　
　
決

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

三
、
二
三　
　
四
、
二
七

可
　
　
決

　
　
四
、
二
八

可
　
　
決

第
九
十
七
回

国
　
　
会

日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
す
る
事
業
の
再
建
の

推
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
案

五
七
、
一
一
、
三
〇　
五
八
、
四
、
一
五

受
　
　
　
領

五
八
、
四
、
二
〇

五
八
、
五
、
一
二

可
　
　
決

五
八
、
五
、
一
三

可
　
　
決

五
七
、
一
二
、
二
八
五
八
、
四
、
一
三

修
　
　
正

五
八
、
四
、
一
五

條
　
　
正

　
五
八
、
四
、
二
〇

本
会
議
で
趣

旨
説
明
聴
取



本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
　
へ
　
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

第
九
十
六
回

国
　
　
会

貨
物
自
動
車
に
係
る
道
路
運
送
秩
序

の
確
立
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案

小
柳
　
勇
君

外
　
　
三
　
　
名

　
（
五
七
、
五
、
一
一
)

五
七
、
五
、
一
一

未
　
　
　
　
　
　
　
了

海
上
衝
突
予
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
一
号
）
（
衆

議
院
送
付
）

五
八
、
　
二
、
一
八
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
三
、
二
五
　
衆
可
決

　
　
　
　
三
、
三
一
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
海
上
に
お
け
る
衝
突
の
予
防
の
た
め
の
国
際
規
則

　
が
改
正
さ
れ
、
本
年
六
月
一
日
か
ら
発
効
す
る
の
に
伴
い
、
国
内
法

　
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

　
で
あ
る
。

第
一
　
分
離
通
航
方
式
に
係
る
航
法

　
一
、
小
型
の
動
力
船
及
び
帆
船
は
、
沿
岸
通
航
帯
を
航
行
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　
二
、
分
離
通
航
帯
に
お
い
て
航
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
作

　
　
業
等
に
従
事
し
て
い
る
操
縦
性
能
制
限
船
は
、
分
離
通
航
方
式

　
　
に
係
る
航
法
に
従
う
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

第
二
　
灯
火
及
び
形
象
物

　
一
、
え
い
航
さ
れ
て
い
る
船
舶
等
で
相
当
部
分
が
水
没
し
て
い
る

　
　
た
め
視
認
が
困
難
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
表
示
す
べ
き
灯
火

　
　
及
び
形
象
物
を
別
に
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
二
、
小
型
の
動
力
船
等
が
表
示
す
べ
き
灯
火
又
は
形
象
物
に
つ
い

　
　
て
緩
和
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。



　
　
三
、
え
い
航
船
及
び
え
い
航
さ
れ
て
い
る
船
舶
等
が
表
示
す
べ
き

　
　
　
灯
火
又
は
形
象
物
に
つ
い
て
、
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

　
　
　
合
の
代
替
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
四
、
掃
海
作
業
に
従
事
し
て
い
る
び
よ
う
泊
中
の
操
縦
性
能
制
限

　
　
　
船
が
表
示
す
べ
き
灯
火
及
び
形
象
物
を
改
め
る
と
と
も
に
、
そ

　
　
　
の
表
示
す
べ
き
灯
火
又
は
形
象
物
の
示
す
危
険
水
域
の
範
囲
を

　
　
　
改
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
三
　
音
響
信
号
及
び
発
光
信
号

　
　
一
、
び
よ
う
泊
中
の
漁
ろ
う
に
従
事
し
て
い
る
船
舶
及
び
操
縦
性

　
　
　
能
制
限
船
が
行
う
べ
き
音
響
信
号
を
改
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
二
、
他
の
船
舶
の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
灯
火
の
使
用
に
つ
い

　
　
　
て
制
限
す
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
海
上
衝
突
予
防
法
の
一
部
を
改
正

　
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
運
輸
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び

　
に
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
案
は
、
一
九
七
二
年
の
海
上
に
お
け
る
衝
突
の
予
防
の
た
め
の

　
国
際
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
国
内
法
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

　
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
近
年
の
分
離
通
航
方

　
式
の
定
着
に
伴
い
、
同
方
式
が
適
用
さ
れ
る
海
域
に
お
け
る
船
舶
の

　
円
滑
な
交
通
等
を
確
保
す
る
た
め
、
小
型
船
等
が
遵
守
す
べ
き
航
法

　
に
つ
い
て
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
小
型
船
の
船
舶
交
通

　
の
実
態
に
即
し
て
、
そ
の
表
示
す
べ
き
灯
火
及
び
形
象
物
の
規
制
を

　
緩
和
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
船
舶
の
行
う
べ
き
信
号
に
つ
い
て
一
層

　
の
改
善
を
図
る
た
め
、
錨
泊
中
の
操
縦
性
能
制
限
船
が
行
う
べ
き
音

　
響
信
号
の
改
正
等
を
行
う
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い

　
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全

　
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

　
し
た
。

　
　
以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（
閣
法
第
四
六
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

五
八
、
　
三
、
二
二
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
四
、
二
八
　
衆
可
決

　
　
　
　
五
、
一
八
　
参
可
決



要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
近
海
海
運
業
等
に
係
る
事
業
規
模
の
縮
小
等
に
伴

　
う
離
職
船
員
の
発
生
が
今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
予
想
さ
れ
る
状

　
況
に
か
ん
が
み
、
就
職
促
進
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
の

　
対
象
と
な
る
船
員
の
離
職
の
日
に
関
す
る
期
限
（
現
行
昭
和
五
十
八

　
年
六
月
三
十
日
ま
で
）
を
昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
延
長
す

　
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
運
輸

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

　
正
す
る
法
律
案
は
、
近
海
海
運
業
等
に
係
る
事
業
規
模
の
縮
小
等
に

　
伴
う
離
職
船
員
の
発
生
が
今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
予
想
さ
れ
る

　
状
況
に
か
ん
が
み
、
就
職
促
進
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置

　
の
対
象
と
な
る
船
員
の
離
職
の
日
に
関
す
る
期
限
を
、
昭
和
六
十
三

　
年
六
月
三
十
日
ま
で
延
長
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
次
に
、
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部

　
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の

　
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
が

本
年
十
月
二
日
に
発
効
す
る
の
に
伴
い
、
国
内
法
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
新
た
に
、
軽
質
油

の
排
出
に
つ
い
て
も
重
質
油
と
同
様
の
規
制
を
行
う
と
と
も
に
、
一

定
の
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
構
造
規
制
を
行
う
等
船
舶
か
ら
の
油
の
排
出

に
関
す
る
規
制
を
強
化
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
新
た
に
、
船
舶
か
ら

の
有
害
液
体
物
質
等
の
排
出
に
つ
い
て
、
油
と
同
様
に
規
制
を
行
う
こ

と
、
第
三
に
、
船
舶
か
ら
の
そ
の
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
の
排
出
に
つ
い

て
、
一
定
の
船
舶
に
排
出
防
止
設
備
の
設
置
を
義
務
付
け
る
等
規
制

を
強
化
す
る
こ
と
、
第
四
に
、
新
た
に
、
一
定
の
船
舶
又
は
タ
ン
カ

ー
の
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
に
つ
い
て
検
査
を
義
務
付
け
る
と
と
も

に
、
合
格
し
た
船
舶
に
は
国
際
海
洋
汚
染
防
止
証
書
等
を
交
付
す
る

こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い

ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
別
に
討
論
も
な
く
順
次
採
決
の
結
果
、
両
案
は

い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
四
八
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
、
　
三
、
二
三
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
二
八
　
衆
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
八
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
「
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止

　
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
」
が
、

　
本
年
十
月
二
日
か
ら
発
効
す
る
の
に
伴
い
、
国
内
法
を
整
備
し
よ
う

　
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
新
た
に
、
軽
質
油
の
排
出
に
つ
い
て
も
重
質
油
と
同
様
の
規
制

　
　
を
行
う
と
と
も
に
、
一
定
の
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
構
造
規
制
を
行

　
　
う
等
船
舶
か
ら
の
油
の
排
出
に
関
す
る
規
制
を
強
化
す
る
こ
と
と

　
　
す
る
。

　
二
、
新
た
に
、
船
舶
か
ら
の
有
害
液
体
物
質
等
の
排
出
に
つ
い
て
、

　
　
油
と
同
様
に
規
制
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
三
、
船
舶
か
ら
そ
の
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
の
排
出
に
つ
い
て
、
一
定

　
　
の
船
舶
に
排
出
防
止
設
備
の
設
置
を
義
務
付
け
る
等
規
制
を
強
化

　
　
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
四
、
新
た
に
、
一
定
の
船
舶
又
は
タ
ン
カ
ー
の
海
洋
汚
染
防
止
設
備

　
　
等
に
つ
い
て
検
査
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
合
格
し
た
船
舶
に

　
　
は
国
際
海
洋
汚
染
防
止
証
書
等
を
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
五
、
施
行
期
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
制
内
容
に
応
じ
て
、
原
則
と
し

　
　
て
議
定
書
の
各
附
属
書
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
に

　
　
あ
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

　
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参
照

日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
す
る
事
業
の
再
建
の
推
進
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
案
（
第
九
十
七
回
国
会
閣
法
第
三
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

　
　
九
十
七
回
国
会
　
五
七
、
一
一
、
三
〇
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
継
続
審
査

　
　
九
十
八
回
国
会
　
五
八
、
　
三
、
二
二
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
一
五
　
衆
修
正



五
八
、
　
四
、
二
〇
　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
五
、
一
三
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
昭

　
和
五
十
七
年
七
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申
を

　
尊
重
し
て
、
国
鉄
の
経
営
す
る
事
業
の
適
切
か
つ
健
全
な
運
営
を
実

　
現
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
国
が
講
ず
べ
き
施
策
等
に

　
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
日
本
国
有
鉄
道
再
建
監
理
委
員
会
の
設

　
置
等
に
関
し
、
所
要
の
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
　
日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
す
る
事
業
の
再
建

　
　
一
、
国
は
、
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申
を
尊
重
し
て
国
鉄
の
経
営

　
　
　
す
る
事
業
の
適
切
か
つ
健
全
な
運
営
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制

　
　
　
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
事
業
の
再
建
を
推
進
す
る
こ

　
　
　
と
を
基
本
方
針
と
す
る
。

　
　
二
、
国
は
、
右
の
体
制
整
備
を
図
る
た
め
、
国
鉄
の
経
営
す
る
事

　
　
　
業
に
関
す
る
効
率
的
な
経
営
形
態
の
確
立
等
及
び
そ
の
実
施
の

　
　
　
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
と
な
る
国
鉄
の
長
期
債
務
の
償
還
等
に

　
　
　
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
三
、
国
及
び
国
鉄
は
、
国
鉄
の
経
営
す
る
事
業
の
運
営
の
改
善
の

　
　
た
め
に
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
事
項
に
関
し
、
日
本
国
有
鉄

　
　
道
経
営
再
建
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
措
置
そ
の
他
の
必
要

　
　
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
　
日
本
国
有
鉄
道
再
建
監
理
委
員
会

　
一
、
国
の
施
策
の
策
定
及
び
そ
の
計
画
的
か
つ
円
滑
な
実
施
に
資

　
　
す
る
た
め
、
総
理
府
に
日
本
国
有
鉄
道
再
建
監
理
委
員
会
（
以

　
　
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
も
の
と
す
る
。

　
二
、
委
員
会
は
、
基
本
方
針
に
従
つ
て
、
効
率
的
な
経
営
形
態
の

　
　
確
立
等
及
び
そ
の
実
施
の
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
と
な
る
国
鉄

　
　
の
長
期
債
務
の
償
還
等
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
企
画

　
　
し
、
審
議
し
、
決
定
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
も

　
　
の
と
し
、
ま
た
、
国
鉄
経
営
改
善
の
た
め
に
講
ず
べ
き
緊
急
措

　
　
置
の
基
本
的
な
実
施
方
針
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
に
意
見
を

　
　
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
総
理
大

　
　
臣
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

　
　
す
る
。

　
三
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
会
の
意
見
を
受
け
て
講
ぜ
ら
れ
る

　
　
施
策
等
の
内
容
及
び
実
施
状
況
に
関
し
、
必
要
に
応
じ
、
委
員

　
　
会
に
通
知
す
る
も
の
と
し
、
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め



　
　
る
と
き
は
、
当
該
意
見
を
受
け
て
講
ぜ
ら
れ
る
国
の
施
策
等
に

　
　
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
等
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

　
　
す
る
。

　
四
、
委
員
会
は
、
五
人
の
委
員
に
よ
り
組
織
す
る
こ
と
と
す
る
ほ

　
　
か
、
委
員
の
任
免
等
及
び
委
員
会
の
組
織
に
関
し
必
要
な
事
項

　
　
を
定
め
る
と
と
も
に
、
委
員
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す

　
　
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長

　
　
及
び
国
鉄
総
裁
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明

　
　
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
並
び
に

　
　
国
鉄
の
経
営
す
る
事
業
の
運
営
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
も
の
と
す
る
。

第
三
　
そ
の
他

　
　
　
国
鉄
の
経
営
す
る
事
業
の
適
切
か
つ
健
全
な
運
営
を
実
現
す

　
　
る
た
め
の
体
制
整
備
を
図
る
た
め
の
施
策
は
、
昭
和
六
十
二
年

　
　
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
附
則
第
三
項
中
「
（
昭
和
五
十
七
年

法
律
第
　
　
　
号
）
」
を
「
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
　
　
　
号
）
」

に
改
め
る
修
正
が
行
わ
れ
た
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
す
る
事
業

　
の
再
建
の
推
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
案
に
つ
き
ま
し
て
、
運
輸
委
員

　
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
昭

　
和
五
十
七
年
七
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
行
政
調
査
会
の
第
三
次

　
答
申
を
受
け
て
、
国
鉄
の
事
業
再
建
推
進
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し

　
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
　
第
一
に
、
国
は
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申
を
尊
重
し
て
、
国
鉄
の

　
経
営
す
る
事
業
の
適
切
か
つ
健
全
な
運
営
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制

　
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
事
業
の
再
建
を
推
進
す
る
こ
と
を
基

　
本
方
針
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
体
制
整
備
の
た
め
に
必
要
な
効
率

　
的
な
経
営
形
態
の
確
立
等
及
び
そ
の
実
施
の
円
滑
化
の
た
め
の
長
期

　
債
務
の
償
還
等
に
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
第
二
に
、
国
及
び
国
鉄
は
、
国
鉄
の
事
業
運
営
の
改
善
の
た
め
に

　
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
事
項
に
関
し
、
日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建

　
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
措
置
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

　
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
第
三
に
、
国
の
施
策
の
策
定
及
び
そ
の
計
画
的
か
つ
円
滑
な
実
施

　
に
資
す
る
た
め
、
総
理
府
に
日
本
国
有
鉄
道
再
建
監
理
委
員
会
を
置



く
こ
と
と
し
、
同
委
員
会
は
、
基
本
方
針
に
従
い
、
効
率
的
な
経
営

形
態
の
確
立
等
及
び
そ
の
実
施
の
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
重
要
事

項
に
つ
い
て
、
み
ず
か
ら
企
画
、
審
議
、
決
定
し
、
内
閣
総
理
大
臣

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
及
び
緊
急
に
講
ず
べ
き
措
置
の
基
本
的
な
実

施
方
針
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
並
び
に
同
委
員
会
か
ら
こ
れ
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
た
と
き
は
、

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
国
有
鉄
道
再
建
監
理
委
員
会
は
、
五
人
の
委
員
に
よ

り
組
織
す
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
国
の
施
策
等
に
つ
い
て
内
閣
総
理

大
臣
等
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
並
び
に
関
係
行
政
機
関
の

長
及
び
国
鉄
総
裁
に
対
し
、
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
四
に
、
国
鉄
の
経
営
す
る
事
業
の
適
切
か
つ
健
全
な
運
営
を
実

現
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
図
る
た
め
の
施
策
は
、
昭
和
六
十
二
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
五
に
、
運
輸
大
臣
は
、
国
鉄
の
経
営
改
善
計
画
の
変
更
の
承
認

ま
た
は
指
示
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
国
鉄
の
予
算
の
調
整
を
開

始
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
本
国
有
鉄
道
再
建
監
理
委
員
会
の
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
委
員
派
遣
に
よ
る
地
方
公
聴
会
の
開

会
及
び
現
地
調
査
、
社
会
労
働
委
員
会
と
の
連
合
審
査
会
、
参
考
人

よ
り
の
意
見
聴
取
等
き
わ
め
て
熱
心
か
つ
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
り
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
青

木
理
事
よ
り
反
対
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
江
島
理
事
よ
り

賛
成
、
日
本
共
産
党
立
木
委
員
よ
り
反
対
、
公
明
党
・
国
民
会
議
黒

柳
理
事
及
び
民
社
党
・
国
民
連
合
伊
藤
委
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
す

る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の
決
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も

っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
青
木
理
事
よ
り
、
自
由
民
主
党
・
自

由
国
民
会
議
、
日
本
社
会
党
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
民
社
党
・
国

民
連
合
及
び
新
政
ク
ラ
ブ
の
各
派
共
同
提
案
に
係
る
日
本
国
有
鉄
道

再
建
監
理
委
員
会
の
人
選
等
六
項
目
を
内
容
と
す
る
附
帯
決
議
が
提

出
さ
れ
、
多
数
を
も
っ
て
本
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




